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研究要旨：呼吸器分科会では、H26 年度に最終的な IgG4 関連呼吸器疾患の診断基準

案を提唱し、日本呼吸器学会のシンポジウムにおいて討論の上、日本呼吸器学会雑誌

にて公表した。その診断基準の普及を目的として、分科会内で、鑑別疾患をふまえた

評価を行う一方で、呼吸器診断基準の普及をめざして、日本呼吸器学会雑誌の英文誌

にて公表した。 
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Ａ．研究目的 
「IgG4関連疾患の診断基準並びに治療
指針の確立を目指した研究」班呼吸器分科
会において IgG4関連呼吸器疾患診断基準
を H26年度に作成し、日本呼吸器学会誌に
公表した。分科会内では、その検証を行う
一方で、本診断基準の普及と検証を広く求
めるために、英文にて公表を行う事を目的
とした。 

 
Ｂ．研究方法 
１）IgG4関連呼吸器疾患 51例および血
清 IgG4 135mg/dl以上でかつ胸部異常陰影
を有する他疾患 25例において、IgG4関連
呼吸器疾患診断基準を用いた検討を行った。 
２）IgG4関連呼吸器疾患診断基準を英文
雑誌に投稿し、査読を経た後に公表した。 
（倫理面への配慮） 
後方視調査については、富山大学倫理審

査委員会における承認を得て行われた。 
 
Ｃ．研究結果 
１）IgG4関連呼吸器疾患 51例を IgG4関
連呼吸器疾患診断基準における基準に照合
すると、確定診断 46例、 準確診 2例、
疑診 0名 否定 3例となった。また他疾
患 25例は、すべて否定になった。感度・特
異度は、各々90.2％、100％であり、本診断
基準は良好な結果であった。しかし、専門
家による臨床・病理・画像の検討
（Multidisciplinary Discussion）により、IgG4
関連呼吸器疾患と考えられる呼吸器疾患単
独症例は、確定診断ができにくい場合があ
ることから、今後症例を重ねた検討が必要
と考えられた。 
２）本診断基準の確立をめざし、前記１）
の結果をふまえた診断基準を英文雑誌
Respiratory Investigationに投稿し、受諾され
た。 
 
Ｄ．考察 
 IgG4関連呼吸器疾患診断基準は、まだ公
表されたばかりであり、今後の普及と検証
が望まれる。 
 
Ｅ．結論 
 呼吸器分科会において提案し、日本呼吸
器学会会員における公開討論の後、改訂し
た「IgG4関連呼吸器疾患診断基準」を、日
本呼吸器学会英文雑誌（Respiratory 
Investigation）の査読を経て公表した。 
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